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Abstract 
The present study examined rats’ abilities to learn abstract properties of stimuli through 
numerical and relational discrimination learning. In Experiments 1 and 2, rats were trained 
to respond to a third object in an object row. Rats could learn the task and showed transfer of 
learning to novel stimuli to a certain extent. These results suggest that rats can learn abstract 
numerical concepts but it is domain-restricted. In Experiments 3, 4, and 5, rats were trained to 
discriminate same/different relationships of stimulus sets of object or pictorial stimuli. Rats 
mastered the discrimination tasks and showed significant transfer of the learning to novel test 
stimuli after they were trained with many different training stimuli. However, rats showed 
chance performance to novel test stimuli after training with small variations of stimuli. These 
results suggest that rats shifted’ learning strategy from non-conceptual stimulus-specific 
learning to abstract conceptual relational learning. In Experiment 6, human same/different 
discrimination of pictorial stimuli was examined. Reaction time data suggests that human 
participants can calculate entropy from multiple pictorial stimuli and utilize it as 
discriminative cue. From a comparative view point, implication of the results were discussed 
in terms of  a hierarchy of learning strategies of stimulus-specific learning, quantitative 




































第 2 章では，ラットを対象とした数概念の獲得可能性について検討した 2 つの実験的研究を報
告した。ラットにおける数概念に関する先行研究では，数える対象が 1 種類の刺激のみ(トンネル
型の刺激や純音，体への接触など)に限られ，様々な刺激に適用可能な基数性の明確な証明には至
っていない。そこで，実験 1 と実験 2 では，形状・色・大きさ等の多様な次元において異なる物
体刺激を用いた数的弁別課題の学習可能性，および新奇刺激への学習の転移を検討することで，
抽象的な基数性の獲得可能性を検討した。実験 1 では，Wistar 系ラットを被験体とし，11 個のゴ














Long-Evans 系ラットを用いた。10 個のゴールボックスの前に 1 列に並べられた 4-6 個の同一の
物体の中から，左から 3 番目の物体を選択させる報酬訓練を行った。その結果，ラットにおいて 6
種類という多様な刺激における数的な弁別能力が可能であることが示された。しかし，新奇刺激
に対する転移は部分的なものであり，領域制約的な抽象概念を獲得した可能性が示唆された。 





















うことを示す結果である。一方で，実験 4 では，4 刺激からなる刺激セットの訓練後に 2 刺激セッ
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なデータであり，既に研究 3については論文として公刊されているが，研究 4と研究 5につい
ては，研究 5の完成を待って，より重要な論文として公刊されることが見込まれる。 
 一方で，いくつかの要望も指摘された。第 1に，同異概念実験に関する実験結果については，
対立仮説の検証の余地が残されている。例えば，訓練刺激の多様性と転移成績の関連について，
著者は刺激特異的な学習に必要な記憶負荷の増加が概念学習を促進するという仮説を提案し
ているが，一方で，訓練刺激の多様性の増加はテスト刺激との間で具体的な刺激特徴の共有可
能性を高めることから，刺激般化の増大に基づく説明も可能であると考えられる。今後，より
精緻な理論的検討が望まれる。第 2に，同異概念学習の基礎過程としてエントロピー処理を仮
定する著者の仮説は大変興味深いものの，第 4章で報告された大学生のエントロピー弁別実験
とラットにおける同異概念実験の関連性については，論文中では必ずしも明確に接続されてい
ない。このため，統合された 1論文の構成としては，やや分かりにくい印象を受ける。 
 以上のように，いくつかの要望も指摘されたが，概念学習に関する多面的な分析に基づいて，
多くの重要な学術的発見を得たことは非常に高く評価できる。また，これらの研究成果は国際
学会を含む多くの機会において報告されるとともに，既に査読付き論文として公刊され，学界
の評価を得てきている。以上から，審査者全員一致で本論文を合格と判定した。 
